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要 約 ：  

 
物 質 的 な 豊 か さ を 享 受 す る こ と が 幸 せ の 条 件 で あ っ た 前 世  
 

紀 か ら 未 だ 十 余 年 。 豊 か さ の 中 身 に 疑 問 を 抱 き つ つ も 、 そ の  
 
豊 か さ を 支 え て き た 「 も の づ く り 」 は 日 本 人 の 感 情 に 訴 え る  
 
力 を 持 つ 。 大 企 業 が 地 域 の 中 小 ・ 地 場 産 業 の 集 積 と ネ ッ ワ ー

ク を 形 成 し 、 地 域 の 様 々 な 資 源 を 利 用
・ ・

し て 成 長 の 維 持 を 図 っ  
 
て き た が 、 同 様 の 成 長 パ タ ー ン を 目 指 す 新 興 国 の 前 に 、 潮 目

は 変 わ っ た 。成 熟 国 家 と し て 成 長 の 中 身 が 問 わ れ 、国 の 内 外
・ ・

で  
 
「 競 争 （ 奪 い 合 い ）」 か ら 「 共 生 （ 分 か ち 合 い ）」 へ の パ ラ ダ  
 
イ ム 転 換 が 求 め ら れ て い る 。日 本 は ま さ に 、「 終 わ り の 中 に あ  
 
る 新 し い 始 ま り 」 の 時 を 迎 え て い る 。  
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1． は じ め に  
蛇 行 す る 河 川 の 本 川 か ら 切 り 離 さ れ て で き た 三 日 月 湖 （ 河

跡 湖 ） は 旧 河 道 の 流 路 か ら 取 り 残 さ れ 、 孤 立 し た 止 水 環 境 で

あ る 。 蛇 行 し て い る 河 川 の 彎 曲 部 の 外 側 の 水 衝 部 で は 流 水 が

集 中 し 流 速 も 早 い た め 、 浸 食 が 進 み 、 水 深 が 大 き く な る 。 ま

た 、 湾 曲 部 の 内 側 で は 堆 積 が 進 み 、 流 速 、 水 深 共 に 小 さ く 、

寄 洲 水 際 領 域 が 形 成 さ れ る 。  
大 き な 湾 曲 の 両 端 で は 土 砂 の 堆 積 が 進 み 、 接 合 し 、 旧 河 道

は 三 日 月 湖 と な っ て 切 り 離 さ れ る 。 河 跡 湖 と も い う 。 こ の よ

う に 自 然 に 形 成 さ れ た 三 日 月 湖 で は 、 土 砂 の 流 入 ・ 堆 積 が 止

ま り 、湖 底 に 水 深 の 深 い 部 分 と 浅 い 部 分 が そ の ま ま 残 さ れ る 。

自 然 に 蛇 行 す る 本 川 （ 流 水 域 ） と は 全 く 異 な る 止 水 環 境 と 化

す 。 ま し て や 1 9 5 0 年 代 か ら 始 ま っ た コ ン ク リ ー ト に よ る 捷

水 路（ シ ョ ー ト カ ッ ト ）・築 堤 工 事 に よ り 人 為 的 に 直 線 化 さ れ

た 本 川 と は 、 流 速 、 水 深 と も に 大 き く 異 な る 。  
 捷 水 路 の 工 事 は 、 流 路 延 長 を 短 く し 、 河 床 勾 配 を 急 に す る

た め 、 流 速 を 増 大 さ せ 、 河 床 が 掘 れ 低 下 す る 。 低 下 し た 河 床

は 周 辺 の 地 下 水 位 を 下 げ 、 農 耕 地 と し て の 土 地 利 用 を 可 能 に

す る 。  
一 方 、 河 川 の 捷 水 路 化 に よ り 出 現 し た 人 為 的 な 三 日 月 湖 は

河 川 本 来 の 氾 濫 原 を 失 う こ と に よ り 、 周 囲 の 生 物 生 態 系 や 景

観 な ど に 影 響 を 及 ぼ す こ と に な る 。 ま た 、 周 辺 の 土 地 利 用 に

よ る 影 響 、 例 え ば 、 農 薬 の 三 日 月 湖 へ の 流 入 ・ 漏 出 、 宅 地 化

に よ る 生 活 雑 排 水 の 流 入 、 工 場 排 水 の 流 入 な ど 流 域 の 土 地 利

用 に よ る 影 響 を 受 け や す い 。  
河 川 と 流 域 本 来 の 生 態 機 能 の 再 生 を 求 め て 、 世 界 の 各 地 で

三 日 月 湖 化 し た 地 域 を 本 川 と 繋 ぎ 、 再 蛇 行 化 さ せ る 試 み が 実

施 さ れ 、 そ の 成 果 が 報 告 さ れ て い る 。 地 域 固 有 （ 三 日 月 湖 や

湾 曲 部 に 存 在 す る よ ど み ） の 止 水 域 や 自 然 蛇 行 河 川 に 固 有 な

寄 洲 水 際 領 域 を 再 形 成 す る こ と に よ り 、 陸 域 生 態 系 と 水 域 生

態 系 の 両 方 の 生 態 系 を 守 る こ と が 可 能 に な る 。 こ う し た 水 際

領 域 は 両 生 態 系 の 接 点 で あ り 、 生 態 学 で は 、 移 行 帯 （ エ コ ト

ー ン 、 e c o to n e）と 呼 ば れ 、こ れ に よ り 、生 態 系 の つ な が り や

融 合 を 求 め る こ と が で き る 。 本 川 に 結 節 す る こ と で 生 ま れ る

流 速 の 速 い 直 線 的 な 流 水 環 境 、 三 日 月 湖 の よ う な 止 水 環 境 、

中 間 的 な よ ど み の あ る 流 水 環 境 な ど で 、 様 々 な 生 物 の 生 息 場

が 形 成 さ れ 、 同 時 に 、 河 畔 に 地 域 固 有 の 氾 濫 原 が 回 復 す る こ

と で 、 そ れ ぞ れ の 地 域 に 固 有 の 可 能 性 を 膨 ら ま せ 、 そ し て そ

れ ぞ れ の 地 域 が 特 徴 あ る 水 際 領 域 を 形 成 す る こ と で レ ジ リ ア

ン ト （ r e s i l i e n t、 強 靭 で 回 復 力 の あ る ） な 生 態 系 を 持 つ 流 域

エ リ ア と な る 。  
自 然 に 抗 う こ と の 多 か っ た 二 十 世 紀 の 知 に 対 し て バ イ オ ミ

ミ ク リ ー（ 自 然 模 倣 ）な 視 点 か ら の ア プ ロ ー チ は 重 要 で あ る 。  
 
 



2 .地 域 の 三 日 月 湖 化 と 蛇 行 復 元  
地 方 の 三 日 月 湖 化 は 「 コ ン ク リ ー ト 捷 水 路 化 に よ る 人 為 的

な 三 日 月 湖 化 」な の か 、「 自 然 な 氾 濫 原 の 部 分 と し て の 三 日 月

湖 化 」 な の か 。  
も と も と は 、 主 と し て 治 水 、 農 地 利 用 の 目 的 か ら 、 そ し て

日 本 の 高 度 経 済 成 長 期 に お い て は 、氾 濫 原 で あ る 流 域 の 土 地 、

労 働 、 水 な ど 地 方 由 来 の 資 源 を 、 工 場 立 地 と し て 供 す る こ と

に 転 じ た の で あ る か ら 、 輸 出 立 国 を 目 指 す 中 央 に よ る 「 地 方

の 人 為 的 な 三 日 月 湖 化 」 で あ る こ と は 明 ら か で あ る 。  
 こ の 本 川 と 切 り 離 さ れ 、「 三 日 月 湖 化 」さ れ た 地 域 に 、地 方

固 有 の 様 々 な 安 価 な 資 源 を 投 入 す る こ と に よ り 、 国 内 の 垂 直

統 合 型 の ビ ジ ネ ス モ デ ル の 一 部 分 を 担 わ せ て き た こ と が 、 時

を 経 て 地 方 の 資 源 の 枯 渇 に つ な が り 、 疲 弊 、 衰 退 に 輪 を か け  
現 実 と な っ て い る 。   
 2 0 世 紀 後 半 、全 国 各 地 に 林 立 し た テ ク ノ ポ リ ス の 工 場 労 働

者 も 既 に 高 齢 化 し 、 い ま や 農 業 に も 戻 れ ず 、 現 役 世 代 は 減 り

続 け 、 農 地 は 全 国 で 耕 作 放 棄 地 と な っ て 増 加 し 続 け て い る 。

高 度 成 長 期 に 、東 京 へ の「 一 極 集 中 」の 対 立 概 念 と し て の「 多

極 分 散 」 の 目 玉 の 一 つ と し て の テ ク ノ ポ リ ス 構 想 で あ っ た の

で あ ろ う が 、 人 口 増 加 を 前 提 と し た 生 産 年 齢 人 口 増 を 見 込 ん

だ 施 策 で 、 地 方 へ の 「 拡 散 」 の 効 果 は 認 め る と し て も 、 河 川

に 例 え る と 、 蛇 行 す る 河 川 の 重 要 な 構 成 ユ ニ ッ ト の 一 つ 「 寄

洲 水 際 領 域（ 水 生 生 物・動 物 の 集 中 分 布 箇 所 ）」を 作 る こ と が

で き な か っ た ば か り か 、 各 地 で 地 域 全 体 を 三 日 月 湖 化 し て 本

川 か ら 切 り 離 し て し ま っ た 。 誇 る べ き 地 域 固 有 の 農 林 水 産 業

な ど 一 次 産 業 、 伝 統 地 場 産 業 、 文 化 ・ 伝 統 ・ 自 然 を 生 か し た

観 光 業 な ど の 豊 か な バ ラ ン ス の と れ た 構 成 と 集 積 へ の 情 熱 を

地 域 の 人 々 か ら 奪 っ て い っ た 。  
既 に 東 京 と 地 方 と の 格 差 論 が 喧 し い 中 、 東 北 大 震 災 （ 2 0 11

年 ） で 象 徴 的 に 露 わ に な っ た 「 東 京 の た め の 財 や 資 源 供 給 地

と し て の 地 方 」 の 役 割 は 見 直 さ れ る べ き と の ベ ク ト ル （ 方 向

と 大 き さ ） が 確 か な も の に な っ て き て い る 。 一 方 向 に の み モ

ノ や 情 報 が 流 れ る の で は な く 、 少 な く と も 「 可 逆 性 」 を 地 方

が 求 め る の は 不 自 然 で は な い 。 そ の た め の 三 日 月 湖 化 回 避 で

あ る 。  
人 口 減 、 高 齢 化 、 生 産 年 齢 人 口 減 少 の 中 、 独 自 の 特 徴 を 新

た に 見 出 し 、 独 自 の 価 値 を 創 造 す る こ と な く し て 、 こ れ ま で

の よ う に 地 域 が あ ま ね く 成 長 す る こ と も 、 ど の 都 市 も 一 様 に

発 展 し 続 け る こ と も 、 も は や 幻 想 で あ る 。 集 約 的 で あ り 、 自

律 循 環 的 な 地 域 づ く り が 必 要 で 、 そ の た め に 、 三 日 月 湖 化 と

い う 地 域 の 孤 立 を「 再 蛇 行 化（ 蛇 行 復 元 ）」と い う 本 川 と の 結

合 を 、（ 困 難 を 覚 悟 の 上 ）仕 掛 け な け れ ば な ら な い 。蛇 行 復 元

と は 、 切 り 離 さ れ 、 止 水 域 化 し た 三 日 月 湖 を 流 水 域 の 本 川 と

あ ら た め て 連 結 す る こ と で あ り 、 あ る 程 度 の 河 川 の 洪 水 （ 氾

濫 ） も 認 め て （ と か く 、 守 旧 的 、 保 守 的 、 固 定 的 な 気 配 に 支



配 さ れ が ち な 地 方 の 風 土 に 適 度 な 攪 乱 も 必 要 と い う 観 点 か

ら ）、河 川 本 来 の 運 搬 作 用 や 侵 食 作 用 を 直 接 受 け る こ と で（ 情

報 、人 材 な ど 攪 乱 要 素 を 受 け 入 れ る ）、停 滞 し た 地 域 の 止 水 環

境 か ら 脱 し 、敢 え て 流 水 環 境 の 過 酷 な 状 況 を 受 容 す る こ と で 、

地 域 が 自 ら 感 度 を 高 め 、 外 （ 本 川 ） の 流 れ を 敏 感 に 感 じ 取 る

感 受 性 や 受 容 性 を 高 め る こ と で あ る 。 グ ロ ー バ ル な 経 済 社 会

で は 、 情 報 、 人 材 の 自 由 な 往 来 は 不 可 避 で 、 地 方 の 経 済 社 会

に も 自 立 的 で オ ー プ ン な 環 境 づ く り は 重 要 で あ る 。 情 報 が 豊

富 で ス ピ ー ド が 増 し て い る 今 日 の グ ロ ー バ ル な 社 会 で は 、 孤

立 し た 地 域 で 止 水 域 環 境 の 縮 小 均 衡 的 安 定 を 求 め る こ と は 、

む し ろ 停 滞 の リ ス ク が 大 き い 。  

 
 
一 般 的 に 直 線 化 さ れ た 本 川 で は 流 速 が 速 く 、 河 床 が 洗 掘 さ

れ る 。（ 流 水 域 の 情 報 の 豊 富 さ と ス ピ ー ド ）一 方 、切 り 離 さ れ

た 三 日 月 湖 で は 、 旧 川 の 河 床 の ま ま で あ る か ら 洗 掘 さ れ て き

た 本 川 よ り も 高 く な っ て い る（ 止 水 域 の 停 滞 ）。切 り 離 さ れ て

か ら の 年 月 や 地 形 や 地 質 に も よ る が 、 ３ ｍ 以 上 に な る こ と も

あ る 。 従 っ て 再 蛇 行 化 す る た め に は 、 三 日 月 湖 の 湖 底 の 掘 り

下 げ が 必 要 に な る（ 図 １ ）。三 日 月 湖 自 身 の 自 己 改 革 、つ ま り 、

自 ら 変 わ ろ う と い う 地 域 の 強 い 意 志 が 要 求 さ れ る の で あ る 。

ま た 、 再 蛇 行 化 復 元 が 行 わ れ る と 、 新 た な 蛇 行 河 川 は 、 現 在

の 三 日 月 湖 の 湖 面 よ り も か な り 低 い 位 置 を 流 れ る の が 通 例 で 、

周 辺 の 旧 河 畔 林 の 地 下 水 位 は 1ｍ 以 上 低 下 す る こ と が あ る 。



三 日 月 湖 に 繁 茂 す る 水 草 類 、 止 水 性 の 底 生 動 物 、 魚 類 に も 大

き な 変 化 が 生 じ る 。 ま た 旧 三 日 月 湖 の 河 畔 林 を 失 う こ と で も

あ る が 、 地 下 水 位 の 低 下 と 低 下 部 分 の 増 大 に よ り 、 耕 地 面 積

が 拡 大 す る こ と で も あ る 。  

こ う し た 地 域 の 生 態 系 の 大 き な 変 化 を 賭 し 、 地 域 固 有 の 良

さ や 隠 れ た 資 源 を 開 発 ・ 再 生 ・ 取 り 戻 す 覚 悟 が 再 蛇 行 化 の 意

味 で あ り 、 日 本 の 多 く の 地 域 が 三 日 月 湖 化 の 現 実 や ナ イ ト メ

ア （ 悪 夢 ） か ら 覚 醒 し て 、 地 域 資 源 の 固 有 性 、 希 少 性 、 多 様

性 を 活 か し た 新 た な グ ロ ー バ ル な ス タ ン ダ ー ド を 照 準 に 、 最

適 化 を 図 る 時 で あ る 。 日 本 の 地 域 が 独 自 性 を 手 に 、 新 た に 競

い 合 う こ と が 日 本 全 体 の 活 性 化 に よ る 最 適 化 を 呼 び 、 世 界 の

動 き を 具 （ つ ぶ さ ） に 見 な が ら 、 自 立 し た 地 域 作 り を う か が

う こ と が で き る 。  

 

3． 地 域 の 最 適 化 と 全 体 最 適  

 地 域 の 新 た な 核 を 中 心 に 置 き 、 氾 濫 原 を 含 め た 三 日 月 湖 の

再 蛇 行 化 を 図 り 、 あ ら た め て 、 地 域 固 有 の 資 源 を 再 評 価 し 、

価 値 を 知 り 、 地 域 外 に そ の 真 価 を 正 し く 訴 え 、 市 場 に 向 け て

的 確 に 表 現 す る こ と か ら 、 地 方 の 新 た な 展 開 が 始 ま り 、 国 全

体 が 活 性 化 す る 。 地 域 の 再 活 性 な く し て 国 全 体 の 生 ま れ 変 わ

り は 期 待 で き な い 。 現 状 の よ う に 、 不 活 性 の 地 域 を い く ら 集

合 し て も 全 体 の 活 性 は 生 ま れ な い 。  

 つ ま り 、 部 分 最 適 で な い も の の 集 合 は 全 体 最 適 を 達 成 で き

得 な い の は 当 然 で あ る 。 む し ろ 、 地 方 と 地 方 、 部 分 と 部 分 の

消 耗 戦 と な り 、 持 続 的 な 競 争 力 を 生 ま ず 、 資 源 の 隠 れ た 重 複

は 全 体 の 効 率 を 低 下 さ せ て い る 。 地 方 自 体 の 共 通 部 品 化 は 避

け る べ き で あ る 。  
今 年（ 2 0 1 2 年 ）も 発 表 さ れ た 経 済 産 業 省 に よ る「 も の づ く

り 白 書 」（ 製 造 基 盤 白 書 ）を 読 ん だ が 、現 在 の 日 本 の も の づ く

り の あ り 方 が い か に 国 際 的 に 通 用 し な く な っ て い る か の 解 説

書 に な っ て い る 。 製 造 ・ 組 立 と い う ス マ イ ル カ ー ブ の 下 部 湾

曲 部 （ ビ ジ ネ ス の 中 流 部 分 ） を 長 年 に 亘 っ て 担 う こ と で 三 日

月 湖 化 し た 地 方 に と っ て 何 ら 建 設 的 に 示 唆 す る も の は な い 。

上 流 部 分 の 企 画 ・ マ ー ケ テ ィ ン グ 、 研 究 開 発 、 設 計 に 遡 る こ

と や 、 下 流 部 分 の ア フ タ ー サ ー ビ ス に 流 れ 下 る に も 手 立 て を

持 た な い 地 方 に と っ て 再 蛇 行 化 と い う 自 立 の み が 地 域 再 生 の

方 法 で あ る 。 ま た 、 政 局 に 明 け 暮 れ 、 国 民 か ら 頼 ら れ な い 政

府 に よ る 日 本 の 成 長 戦 略 (再 生 戦 略 )も 、 健 康 ・ 医 療 、 農 林 漁

業 、 環 境 ・ エ ネ ル ギ ー な ど が 重 点 と 唱 え つ つ 、 鼻 か ら そ の 実

効 性 に は 疑 問 符 が つ き 、 財 源 枯 渇 の 中 、 成 長 の 名 を 借 り た 予

算 の バ ラ マ キ 観 が 漂 う の み で あ る 。 強 靭 で 弾 力 性 に 富 み 、 溌

剌 と し た （ r e s i l i e n t） 地 方 の 再 生 と そ の 集 合 が 全 体 （ 日 本 ）

で あ る な ら ば 、 日 本 全 体 が ア ジ ア や 世 界 か ら 存 在 感 の な い 三

日 月 湖 化 す る 前 に 、 地 方 の 自 発 的 回 生 と 自 立 支 援 に 向 け 、 地

方 と 国 が 協 働 す る 時 で あ る 。 周 辺 新 興 国 の 発 展 ス ピ ー ド と 技



術 的 追 い 上 げ の 中 、 国 内 の 人 口 動 態 変 化 の 加 速 、 労 働 力 ・ 電

力 な ど 諸 生 産 要 素 価 格 の 高 騰 に よ る 製 造 業 の 海 外 移 転 （ 国 内

産 業 の 空 洞 化 ） の さ ら な る 加 速 を 前 に 、 運 命 を 共 に す る 国 に

と っ て も 地 方 に と っ て も 残 さ れ た 時 間 は 少 な い 。  
  

 地 域 固 有 の 資 源 に 対 し て 深 い 造 詣 が あ り 、 地 域 の 比 較 優 位

性 を 正 確 に 訴 え る こ と が で き る 人 々 に よ る 専 門 知 識 の 蓄 積 な

ど を 基 礎 に 、 地 域 に 恵 ま れ た 、 又 は 、 与 え ら れ た 使 命 を 愚 直

に 固 執 し て 主 張 す る 内 向 き の 「 部 分 エ ゴ 」（「 良 い 意 味 で の 地

域 エ ゴ 」）に も 見 え る 行 動 が 、日 本 経 済 全 体 か ら み る と 全 体 最

適 を も た ら す の で あ る 。 気 が 付 け ば 、 国 と 地 方 政 府 の 日 頃 か

ら の 付 き 合 い 、 関 係 性 、 経 験 に よ る 擦 り あ わ せ や 双 方 の 予 定

調 和 期 待 の 施 策 に 地 方 の 真 の 意 思 や 特 徴 が 反 映 さ れ る 例 が 少

な い こ と は 過 去 の 夥 し い 類 例 か ら わ か っ て い る 。 こ れ ま で 中

央 と 地 方 と い う 格 差 構 造 に 慣 れ き り 、 専 門 知 識 に お け る 劣 等

意 識 下 で は 、 地 方 は 横 並 び に 配 列 さ れ る こ と に 慣 れ き っ て き

た 。 こ の こ と で 象 徴 さ れ る よ う に 戦 後 の 日 本 社 会 で は 物 分 り

の 良 い す り 合 わ せ が 先 行 し 、 地 方 の 真 の 力 が 醸 成 さ れ て き た

か ど う か 、 当 事 者 た る 地 方 が 自 問 す る 時 で あ る 。 こ う し た 良

い 意 味 の エ ゴ が 地 方 に 育 ち 、 踏 み 込 み が 強 く な る こ と で 、 落

と し ど こ ろ の す り 合 わ せ に よ ら な い 真 の 全 体 最 適 が 達 成 さ れ

る の で は な い だ ろ う か 。  
 
4 .ス ク ラ ン ブ ル （ s c r a m b l e） か ら シ ェ ア （ s h a r e） へ  
 か つ て 、 日 本 の 地 方 が 主 と し て 製 品 の 中 間 財 生 産 、 組 み 立

て の 役 割 を 担 っ て 生 産 ネ ッ ト ワ ー ク の 中 流 部 分 を 構 成 し 、

R& D、 販 売 ・ マ ー ケ テ ィ ン グ 、 人 事 ・ 労 務 管 理 ・ 人 材 育 成 及

び 教 育 、 金 融 な ど 中 枢 は 上 流 部 、 下 流 部 分 の ア フ タ ー サ ー ビ

ス も 本 社 （ 東 京 な ど 大 都 市 ） に 集 中 さ せ る と い う 構 図 が 一 般

的 で あ っ て 、 こ う し た 一 極 集 中 進 行 の 結 果 、 地 方 と 東 京 の 格

差 は 乖 離 す る の み で 地 方 の 疲 弊 に 歯 止 め は か か り そ う も な い 。

そ う こ う し て い る 間 に 、 既 存 の 社 会 シ ス テ ム が 抱 え て い る

数 々 の 矛 盾 や 問 題 が 露 呈 さ れ て い る が 政 治 に 解 決 の 糸 口 す ら

見 い だ せ な い ま ま 、 国 民 の と め ど な き 閉 塞 感 は 沸 点 に 達 し て

い る は ず で あ る が 、 恰 も 氷 点 周 辺 で 水 と 氷 が 平 衡 を 達 す る 直

前 の よ う な 不 安 定 状 態 で 、 国 民 の 無 関 心 や 諦 め と 、 そ し て 、

封 印 さ れ た 如 く （ も は や 口 に 出 し て も 始 ま ら な い ） の 虚 無 感

（ a p a t h y） が 低 奏 通 音 の よ う に ど こ か ら か 響 き 続 い て い る 。 
 物 質 的 に 満 た さ れ る こ と が 当 面 の 目 に 見 え る 目 標 で あ っ た

右 肩 上 が り の 高 度 成 長 期 の 日 本 社 会 に お い て は 、 企 業 は 国 の

内 外 で 販 売 シ ェ ア 争 い に 躍 起 と な っ て い た 。 ま さ に ス ク ラ ン

ブ ル （ s c r a mb l e、 奪 い 合 い ） の 時 代 で 、 当 然 の よ う に こ れ に

巻 き 込 ま れ た 国 民 は 、「 隣 の 芝 生 は 青 い 」的 に 我 勝 ち に 、身 近

に な っ た 「 豊 か さ 」 を 求 め 、 一 億 総 中 流 の 気 分 に 覆 わ れ て い

っ た 。  



 今 で は 、 あ の 当 時 に 思 い を 馳 せ 、 中 国 、 台 湾 、 韓 国 な ど の

勢 い を 羨 望 の 眼 差 し で 仰 ぎ 、 閉 塞 感 に 焦 燥 を つ の ら せ 、 無 聊

を か こ つ 日 々 が 続 い て い る 。  
 こ の あ た り で 、 過 去 の 成 功 体 験 へ の 哀 惜 ば か り に 囚 わ れ ず

に 、 鏡 に 映 る 自 ら の 現 在 の 姿 を 直 視 し な け れ ば な ら な そ う で

あ る 。 グ ロ ー バ ル 時 代 の 中 で 世 界 は 資 源 に 始 ま り 、 市 場 で の

占 有 率 を 含 め 奪 い 合 い の 状 況 に あ る 。 仮 に も 成 熟 国 と し て そ

の 矜 持 を 示 す と す る な ら ば 、 過 去 の 奪 い 合 い （ s c r a mb l e） の

時 代 に 既 に 学 習 し た シ ェ ア 競 争 の 目 標 で あ っ た 「 奪 う 」 こ と

で は な く 、「 分 か ち 合 う 」 シ ェ ア （ sh a r e） の 時 代 に 率 先 し て

足 を 踏 み 出 す べ き で あ る 。 成 長 戦 略 で な く 、 先 進 国 と し て の

豊 か さ を 、国 内 的 に も 国 際 的 に も 、他 と 分 か ち 合 っ て い く「 成

熟 戦 略 」 で あ る 。 決 し て 成 長 を 抑 制 す る の で は な く 、 高 機 能

商 品 な ど 開 発 や 生 産 に 高 度 な 調 整 能 力 が 求 め ら れ る す り 合 わ

せ 型 製 品 の 開 発 や 初 期 の 生 産 と い っ た 得 意 分 野 は 残 し 、 今 や

苦 手 の 組 み 合 わ せ 製 品 の 生 産 は 海 外 で 、 と い う よ う に 成 長 の

中 身 を 組 み 替 え て い く こ と が 危 機 の 打 開 に つ な が る 。  
「 危 機 の 打 開 に は 成 長 が 不 可 欠 」と い う ロ ジ ッ ク は 、「 改 革 な

く し て 成 長 な し 」 と い う 言 い 回 し と 類 似 し て い る が 、 成 長 の

中 身 も 改 革 の 中 身 も 異 な っ て い る 。 世 界 の 成 長 モ デ ル の 変 革

期 を 迎 え て い る 時 に 成 長 一 辺 倒 の 新 興 国 に も い ず れ 、 三 日 月

湖 化 の 陥 穽 は 待 ち 受 け て い る 。  
 こ れ ま で 、 世 界 の 成 長 モ デ ル は 一 様 に 労 働 を 生 産 コ ス ト と

捉 え 、 競 争 力 と 利 潤 を 最 大 化 す る た め に で き る だ け 低 く 抑 え

な け れ ば な ら な い と 考 え 、 少 数 者 へ の 富 の 偏 在 を 招 く こ と と

な っ た 。 現 在 の モ デ ル か ら 、 人 々 の 福 利 増 進 と 格 差 是 正 を 主

目 的 と し て 生 み 出 さ れ る 良 質 の 仕 事 の 量 で 成 功 が 測 ら れ る 異

な る タ イ プ の モ デ ル へ の 転 換 が 必 要 と さ れ る 。 日 本 で も 同 様

で 、 三 日 月 湖 化 が 地 域 固 有 の 産 業 （ 土 地 に 根 付 く 一 次 産 業 な

ど ） か ら 労 働 移 動 し て 、 果 た し て 地 域 に 良 質 の 仕 事 と 洗 練 さ

れ た 地 域 人 を 育 て た か ど う か と い う 問 題 は 、 二 十 世 紀 の 日 本

の 地 域 産 業 政 策 の 中 で も 浅 か ら ぬ 傷 跡 や 禍 根 と し て 多 く の 地

域 に 残 さ れ て い る 。こ れ ま で の「 む き 出 し の 資 本 主 義 」を「 人

の 顔 を 持 つ 資 本 主 義 」 へ と 修 正 す る パ ラ ダ イ ム 転 換 の 可 能 性

が 救 い で あ り 、 成 熟 国 日 本 の 役 割 は 国 の 内 外 で 大 き い 。  
 「 労 働 は 、 そ し て 人 間 は 、 商 品 で は な い 」 と い う 基 本 的 な

概 念 が 失 わ れ て 、 二 十 世 紀 後 半 に 日 本 の 至 る と こ ろ で 地 域 を

三 日 月 湖 化 し 、 そ の 延 伸 は ア ジ ア の 周 辺 諸 国 ま で に 転 移 し て

い る 。 先 進 国 で あ っ て も 、 成 長 戦 略 か ら 成 熟 戦 略 に シ フ ト す

る 過 程 で 、 国 際 比 較 で 生 産 性 の 低 い 産 業 か ら 高 い 産 業 へ の 産

業 転 換 は 避 け ら れ そ う も な い 。 国 内 の 生 産 現 場 の 海 外 移 転 は

雇 用 減 に つ な が る か ら 非 と い う 議 論 は 成 り 立 た な い 。 分 か ち

合 う と い う 視 点 か ら の シ ェ ア 感 覚 か ら も 、 国 の 行 く 末 を 決 定

す る 全 体 の 産 業 の 平 均 的 生 産 性 向 上 の 為 に も 。  
 成 長 か ら 成 熟 へ の 戦 略 変 更 と 表 裏 一 体 の 関 係 に あ る の が 、



「 均 一 か ら 多 様 へ 」 と い う 概 念 で あ る 。 生 存 競 争 の 激 し い グ

ロ ー バ ル 化 し た 経 済 は 、 ま さ に 生 存 競 争 の 激 し い 生 物 ピ ラ ミ

ッ ド の 世 界 で あ り 、 そ の 中 で 、 分 解 者 、 生 産 者 、 消 費 者 、 高

次 消 費 者 が 相 互 の 機 能 や 能 力 を 通 じ て 共 生 す る 社 会 で あ る 。

そ れ ぞ れ が そ の 役 割 を 果 た し て い る か ら こ そ 豊 か な 自 然 が 維

持 で き る 。 グ ロ ー バ ル な 経 済 社 会 も 同 様 に そ れ ぞ れ の 役 割 を

果 た し な が ら 共 生 が 可 能 に な る 。 分 か ち 合 い 、 多 様 な も の を

包 摂 し 合 う 世 界 を い か に 作 っ て い く か に よ っ て 二 十 一 世 紀 の

経 済 社 会 や 人 々 の 生 活 は 豊 穣 な も の に も な り 、 ま た 、 殺 伐 と

し た 貧 賎 な も の に も な る 。  
 
5 .地 域 の 再 生 こ そ 日 本 の 再 生  
 今 世 紀 の 日 本 の 存 在 感 は 、 成 熟 国 と し て 単 線 的 な 成 長 一 辺

倒 の パ ラ ダ イ ム か ら 脱 し 、 ラ イ バ ル （ 新 興 国 ） を 共 生 の 仲 間

と 位 置 付 け 、 足 元 に 群 居 す る 豊 か な 地 域 に 目 を 向 け る 姿 か ら

再 び 生 ま れ て く る 。 前 世 紀 の 成 長 の 中 身 と は 異 な り 、 今 回 は

グ ロ ー バ ル な 関 係 性 を 重 視 し た 地 域 の 再 構 築 で あ る 。「 地 域 の

再 生 な く し て 国 家 の 再 生 な し 」 で あ り 、 成 熟 国 家 の 支 え の 強

さ も 多 様 性 と 独 自 性 か ら 生 ま れ る 。 グ ロ ー バ ル 化 す れ ば す る

ほ ど 、 文 化 や 価 値 観 な ど 深 層 レ ベ ル で の 個 別 性 が 差 異 化 の た

め の 重 要 な 要 件 と な る 。 ま た 、 そ れ ぞ れ の 国 が 背 負 っ て い る

歴 史 的 コ ン テ ク ス ト の 違 い を 率 直 に 観 察 し 、 時 間 軸 を 巧 み に

ず ら し な が ら 共 生 の 仲 間 か ら 学 ぶ 姿 勢 も 必 須 で あ る 。  
「 一 滴 の 隠 し 味 」 が 料 理 を 変 え て し ま う こ と が あ る 。 国 土

の お よ そ 6 0％ が 森 林 で 覆 わ れ 、そ こ か ら 流 れ 出 る 河 川 の 多 く

は 急 峻 で 地 域 を 分 か つ よ う に 流 下 す る 。 さ ら に 、 山 岳 や 尾 根

で さ ら に 細 分 化 さ れ た 地 方 で は 、 そ れ ぞ れ が 固 有 の 生 活 領 域

を 形 成 し 、独 自 の 文 化 の 垣 根（ 透 け て 見 え る か ら 壁 で は な い ）

を 作 る 。 そ れ ぞ れ に 恵 ま れ た 自 然 が 人 々 と 共 生 す る 。 狭 い 日

本 の 生 垣 に 囲 ま れ た 地 域 の 存 在 は 世 界 で も 珍 し い 。 そ れ ぞ れ

が 異 な っ た 隠 し 味 を 秘 め て い る 。  
 日 本 の 成 長 戦 略 は こ う し た 地 域 群 を 均 一 化 し 、 地 域 の 力 を

奪 っ た 。名 前 は 違 う が 同 じ 味 が す る 料 理 の よ う に 。（ 地 域 の 三

日 月 湖 化 ）  
今 、 日 本 の と る 道 は 、 自 ら の 強 み や 得 意 技 を 活 か し て 新 興

諸 国 が 真 似 の で き な い 魅 力 的 な グ ロ ー バ ル 商 品 を 作 り 出 す こ

と で あ り 、 そ の た め に 日 本 文 化 の 根 底 に 育 ま れ て き た 繊 細 、

丁 寧 、 緻 密 に も の を し つ ら え る 感 性 や 美 意 識 を 製 品 や サ ー ビ

ス に 埋 め 込 み 、あ ら た め て 世 界 の 市 場 に 問 い 直 す こ と で あ る 。

日 本 の 独 自 性 を あ ら た め て 堀 起 こ す こ と で あ る 。 も と も と 、

備 わ っ て い た 独 自 性 は 、 地 域 の 固 有 の 資 源 と し て 埋 没 し て い

る 。 こ う し た 様 々 な 資 源 を 成 熟 戦 略 と 整 合 さ せ 、 最 先 端 の 技

術 を 駆 使 し て 独 自 の 新 し い 価 値 を 盛 り 込 み 、 商 品 化 す る こ と

で 非 価 格 の 競 争 に 挑 む こ と が で き る 。 情 報 化 が 進 ん だ 現 在 、

地 域 は 情 報 格 差 も な く 、 教 育 水 準 の 高 い 人 材 も 豊 富 で あ る 。



教 育 効 果 の 乏 し い 組 立 工 場 の 労 働 も「 運 良 く 」、円 高 等 の 理 由

に よ り 縮 小 し て お り 、 か え っ て 、 地 域 の 知 性 が 生 き る 土 壌 は

整 っ た よ う で あ る 。ま た 、「 生 き る 手 応 え を 求 め て 」、「 自 分 の

存 在 が よ く わ か る 場 所 を 求 め て 」、「 心 の ふ る さ を 求 め て 」、農

村 や 自 然 環 境 志 向 の 若 者 は 、 技 術 者 や 創 造 型 職 業 人 も 含 め て

増 え て い る 。 高 速 交 通 網 が 整 備 さ れ た 現 代 の 地 域 で は 、 都 市

と 地 方 に 職 住 の 場 を 構 え 、 頻 繁 に 行 き 来 す る パ タ ー ン も 生 ま

れ て き て い る 。 日 本 型 「 逆 都 市 化 」 現 象 は 若 い 人 た ち の 中 か

ら 起 こ り 始 め た 兆 し が 見 え る 。  
地 域 の 三 日 月 湖 の 再 蛇 行 復 元 は 人 材 と い う 本 川 か ら の 流 入

が あ っ て こ そ 復 元 の 成 果 は 効 果 的 に 高 ま る 。 流 水 域 か ら の 人

材 と 止 水 域 の 人 材 の 日 常 的 な 交 流 に よ る 協 働 （ コ ラ ボ レ ー シ

ョ ン ） の 成 果 に よ り 、 日 本 に 地 域 発 の 新 た な グ ロ ー バ ル 価 値

創 造 の 場 が 生 ま れ る こ と を 大 い に 期 待 し た い 。  
上 述 し た よ う に 、「 地 域 の 再 生 」と「 日 本 の 再 生 」は 同 義 語

で あ り 、 不 可 分 の 関 係 に あ る 。 ま た 、 恐 れ ら れ る 日 本 経 済 全

体 の グ ロ ー バ ル な 市 場 で の 三 日 月 湖 化 を 回 避 さ せ る の は 、 地

域 の 再 蛇 行 化 （ 復 元 ） の 推 進 に よ っ て 実 現 可 能 で あ る 。 実 際

の 河 川 の 再 蛇 行 化 工 事 に は 浚 渫 、 土 木 工 事 な ど 国 の 大 き な 財

政 負 担 が 伴 う 。 し か し 、 地 域 の 再 蛇 行 化 復 元 に は 、 財 政 負 担

は 全 く な い 。 地 域 （ 住 民 ） の 多 様 性 を 認 め る 覚 悟 ・ 決 意 と 固

有 の 自 然 環 境 や 地 域 資 源 を 守 る 意 思 と い う 負 担 の み で あ る 。

勿 論 、 地 域 の 優 れ た 固 有 価 値 を 他 と シ ェ ア し て さ ら に 価 値 の

増 大 を 図 ろ う と す る 意 思 が 必 要 で 、 こ れ に よ り 蛇 行 化 の 特 典

を 共 に 享 受 で き る 。  
昨 今 、 国 内 産 業 の 空 洞 化 懸 念 が 高 ま る 中 、 日 本 か ら 退 出 す

る 企 業 の 動 き ば か り に 目 を 奪 わ れ が ち で あ る が 、 グ ロ ー バ ル

な 展 開 を 求 め る 内 外 の 企 業 が 日 本 の 地 域 を 立 地 と し て 見 直 す

可 能 性 も あ る 。 情 報 通 信 技 術 の 発 展 に よ り 距 離 を 超 え て ど こ

に で も 安 価 に 繋 が り や す く な っ て い る 。 企 業 は 立 地 の 場 と 人

（ 社 員 や 家 族 ） の 住 む 場 を か な り 自 由 に 選 べ る 時 代 の 到 来 も

見 え て き て い る 。 ア ッ セ ン ブ リ ー 型 の 工 場 立 地 は 安 価 な 労 働

力 を 抱 え た 新 興 国 に 偏 在 し て い る が 、ハ イ エ ン ド 製 品 の R & D ,  
生 産 、 マ ネ ジ メ ン ト 、 マ ー ケ テ ィ ン グ 基 地 の 立 地 と し て 、 日

本 の 「 目 覚 め た 地 域 」 に は 大 き な 可 能 性 が あ る 。  
同 時 に 、 地 域 が 企 業 に 対 し て そ の 地 域 に 立 地 す る 必 然 と 魅

力 を 際 立 た せ る こ と で あ る 。 そ れ に は 、 研 究 開 発 、 製 造 、 マ

ー ケ テ ィ ン グ な ど 企 業 の 主 た る 活 動 を 「 こ の 地 域 で し か で き

な い 」 と 内 外 の 企 業 に 確 信 さ せ る だ け の 仕 組 み 、 つ ま り 、 中

小 地 場 産 業 の 集 積 に 根 付 い た 知 識 創 造 に お け る 暗 黙 知 の 存 在

と イ ノ ベ ー シ ョ ン を 生 み や す い 学 習 の 場 と し て の 地 域 の 魅 力 、

ま た 、 革 新 の 担 い 手 と な る 人 が 住 み た く な る よ う な 景 観 の 維

持 な ど 個 性 的 な 環 境 づ く り が 大 切 で あ る 。  
地 域 の 命 運 は 国 家 の 命 運 と 一 蓮 托 生 で あ る 。  
 



6 .終 わ り に  
「 ミ ネ ル ヴ ァ の フ ク ロ ウ は 黄 昏 時 に 飛 び 立 つ 」 と い う 。 一

つ の 時 代（ ス ク ラ ン ブ ル の 時 代 ）が 終 わ り（ 黄 昏 時 ）、ミ ネ ル

ヴ ァ の 使 者 （ フ ク ロ ウ ） の 行 く 先 に 待 つ の は 永 遠 に 漆 黒 の 闇

な の か 、 或 い は 曙 光 が 仄 か に 見 え て く る 夜 明 け （ シ ェ ア の 時

代 ） の 始 ま り な の か 。 日 本 の 各 地 に 生 き る 地 域 が 、 こ う し た

潮 目 の 変 化 を 目 ざ と く 察 知 し て 「 新 し い 始 ま り 」 を 意 識 で き

る か ど う か で あ る 。  
 

 
 


